
山崎  　それでは、お待たせしました。 
「物語と音楽～物語が生まれる場と
してのライブハウス」ということ
で、京都文教大学臨床物語学研究セ
ンターの主催のイベントを始めたい
と思います。

  　本日、ゲストでお越しいただきま
したのは、角田恭平さんです。どう
ぞ拍手でお迎えください。本日はど
うぞよろしくお願いします。（拍手）

角田  　よろしくお願いします。ありがと
うございます。

山崎  　角田さんは、以前皆さんにご紹介
したと思いますが、ライブハウスを
中心としたさまざまなビジネスを京
都で展開されておられます。

  　なぜ角田さんと私がつながったの
かということを少しお話ししておき
ますね。

  　角田さんはライブハウス京都
GROWLY というところの代表をな
さっています。なぜ角田さんと私が
ご縁があったかといいますと、2021

年に、山崎ゼミの 3 回生では雑誌を
作っているのですが、この雑誌とい
うのは、ゼミ生たちが企画をして取
材して、そして冊子の状態にすると
いうところまでやっています。そこ
で、とあるグループが京都のライブ
ハウスについて取材したいというこ
とで企画を出してきまして、それが
企画コンペに通って、学生が 3 人で
取材をしたという、そういう流れが
あります。

  　その時にインタビューを取ってき
なさいということをマストにしてい
ました。そうしたらライブハウス班
の学生たちが「角田さんが、このイ
ンタビュー――オンラインでやった
のですが――YouTube にアップせ
えへんかって話をしてきはったんで
す。どうしましょう」と言ってき
て、「それは、でも、角田さんのご
厚意に甘えたらいいんじゃない？」
という話で、このように角田さんが
持っておられる YouTube チャンネ
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ル、『ライブハウスの裏側チャンネ
ル』に 1 本の動画を上げていただい
たという、そういう流れで、私は角
田さんを知りました。

  　その後、実はゼミの卒業生が
GROWLY さんでライブをさせても
らっていることを知ったりして、今
回思い切ってお声がけをしたという
次第です。

  　今日はどうぞよろしくお願いします。
角田  　はい。ありがとうございます。お

願いします。
山崎  　角田さんのお仕事につしてお話を

うかがいます。いただいたお名刺に
載っていた順番に挙げてみたのです
が、ライブハウス、それから、練習
スタジオ。ライブハウスは 2 つある
のですか。

角田  　そうですね。京都は、二条にある
GROWLY で、もう一個は、三重県
鈴鹿市にある鈴鹿 ANSWER という
ライブハウスを経営しています。

山崎 　この「Antonio」というのは。
角田  　これは GROWLY のビルの 2 階に

ある練習スタジオですね。3 部屋あ
ります。

山崎 　 飲食店も経営されておられる。
角田 　はい。
山崎 　ロゴがどれも格好いいですよね。
角田 　そうですね。全部丸いですね。
山崎  　全部。ロゴにこだわりのある感じ

です。カレーと、それから、お隣は
油そば。

角田  　そうですね。カレー屋と油そば屋
とまぜそば屋。ちょっと似ています
けれども、汁なしラーメンのような
感じです。

山崎 　それからレーベル。
角田 　はい。レーベル。
山崎 　レーベルというのは。
角田  　レーベルというのは、結構レーベ

ルと事務所で、違いは何かという質

問があったりするのですが、レーベ
ルというのは簡単にいうと、ＣＤを
制作する会社です。事務所はアー
ティストを、ツアーを組んだり、ラ
イブにプッシュしたりするのが仕事
で、僕はレーベルのほうだけを一応
やっています。今ちょっと所属アー
ティストはいないのですが、6 バン
ドほどリリースしました。

山崎  　レーベルというのは、音楽をつくる
お手伝いのような理解でいいですか。

角田  　そうですね。音楽をつくる際の経
済的なお手伝いと、あと、今ちょっ
とＣＤの時代が終わりつつある感じ
ですけれども、ＣＤを全国のタワー
レコードや HMV にリリースする際
の作業だったり、つながりだったり
を手伝うというような感じですか
ね。

山崎  　そして、制作ということで、「京
都大作戦」の牛若ノ舞台のプロ
デュース。

角田  　そうですね。これはまたちょっと
複雑なのです。「京都大作戦」とい
う、京都の 10-FEET というバンド
の主催するフェスですが、宇治の太
陽が丘で、もう 13 ～ 14 年ぐらい行
われています。そこで、「源氏ノ舞
台」という大きいステージと、「牛
若ノ舞台」という小さいステージの
2 つ、小さい牛若のほうでも 2,000
人、3,000 人ぐらいは入れる感じで、
大きいほうで多分 1 万 5,000 人ぐら
いか、合わせて 2 万人来る、毎年も
うメンツを発表する前にチケットが
ソールドアウトするというフェスな
のです。その牛若ノ舞台、小さいほ
うの、今年は誰を出演してもらうか
という会議の一員という感じです。

  　僕が 1人で組んでいるわけではな
くて、10-FEET チームと、あとサ
ウンドクリエーターというイベント
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制作会社と、ライブハウスチームと
いうくくりがあるのですが、そのラ
イブハウスチームというのが、10-
FEETがもともと育ったライブハウ
スが京都のKYOTOMUSEというラ
イブハウスと、あと、祇園にあった
WHOOPEE'S というライブハウス
があって、そこの 2 つで 10-FEET
が育ったので、そこのライブハウ
スの人たちの意見を聞きたいとい
うことで、僕が当時、WHOOPEE'S
の店長をしていたので、チーム
WHOOPEE'S で入っていました。
ですが、WHOOPEE'S が閉店して、
そこで働いていたメンバーがばらば
らに、GROWLY と、あと、京都の
GATTACAというライブハウスと、
あと、Octave というクラブに分か
れたので、このイベントを組む時だ
け、その 4 つのライブハウスが集
まって、一緒に会議をして、今年誰
を出そうというような感じで組んで
いる一員という感じです。

山崎  　活きのいいバンドって、こんなの
がありますよというような、そうい
う提案などもあるのですか。

角田  　そうですね。枠があるというより
は、出し合って、みんなで決めると
いう感じなので。

山崎  　では、最前線にいる人、という感
じの。

角田  　そうですね。だから、10-FEET
的にも、結構売れて、ワンマンツアー
ばかりしているので、今ライブハウ
スで熱いのは誰かというのをライブ
ハウスの人から聞きたいということ
で、僕らを毎年呼んでいただいてい
るという感じです。

山崎  　ということは、「京都大作戦」は
わりと大きなバンドがたくさん来る
というところがどうしてもフィー
チャーされます。でも、意外と牛若

ノ舞台にどのような新しい新星が現
れるのかというのを観に行くという
のも楽しい感じですね。

角田  　そうですね。「牛若ノ舞台」から
火が付いて、次の年、「源氏ノ舞台」
に出るようなバンドもたくさんいま
すし。

山崎  　それはすごい。それで、今日はラ
イブハウスの話を伺うということ
で、まず、ライブハウスというのは
どのようなところなのかというお話
をしていこうと思います。

  　ライブを生演奏や実演というとこ
ろで広くくくると、「メディア研究
法」の学生の 8 割、9 割は経験して
いるという感じを、私はレポートで
印象を持ったのですが、実際ライブ
ハウスに行きましたよという人とい
うのはそんなに多くないのですね。
なので、皆さんと認識を共有してい
きたいと思います。

  　この写真はGROWLYさんですね。
角田 　はい、そうですね。
山崎  　 素 晴 ら し い 正 面 の お 写 真 だ

なと思って拝見していますが、
GROWLYさんの売りは何ですか。

角田  　どういうところですか。設備的な
ところですか。

山崎  　設備的な感じで。もし、この写真
にそういうのが表れているならば。

角田  　そうですね。ちょっと分かりづら
いのですが、うちのキャパは、コロ
ナ前はぱんぱんで200人入れていま
したが、200人というのは、ライブハ
ウスの規模としてはそれほど大きい
ところではないです。小さめ、手頃
なサイズのわりにステージが高くて、
天井が高いというのが、結構うちの
設備的なところでの使いやすさとい
うか、そこがいいから使ってくれる
というアーティストも結構います。

山崎  　私もはじめて伺った時には、ス
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テージが本当に高いなという印象を
持ちました。それでは、角田さんと
私の間で、ライブハウスってこうい
うものだよねという定義をしていき
たいと思います。

  　ライブハウスというのは、生演奏
が聴ける場所というイメージがある
かもしれませんが、実はこちらのほ
うが大事で、生演奏が聴けて、加え
て飲める場所というところですね。
基本的には、入場時にワンドリンク
を購入するという形ですよね。

角田 　はい、そうですね。
山崎  　これは、会場というか、客席に持っ

て入ることができるという理解でよ
ろしいですか。

角田 　はい、大丈夫です。
山崎  　実は、かなりライブハウスを営業

のルール的にどのように整備するの
かというところで、随分もめていま
したが、1 つの解が出てきていて、
2016 年以降、ライブハウスという
のは飲食店ですよということになっ
ています。

角田  　そうですね。今おっしゃってい
ただいたとおりで、2016 年以前は、
わりとライブハウスって、営業許可
的にグレーな部分があって、そこに
飲める場所と書いてありますが、ラ
イブハウスという区分が、今まで法
律上なかったのです。

  　では、ライブハウスをするため
にはどうしたらいいかということ
で、飲食店、いわゆるバーのよう
なところで演奏をついでにやってい
ますというような、メインは飲食
ですよ、と。だから、飲食店営業
許可を取れば、ライブハウスが出
せるという認識で、それこそ 200、
300、あと 100 人ぐらいのキャパの
ライブハウスは、どこも飲食店営
業許可を取って営業していました。 

　もっと大きい、多分 500 以上の
キャパや 1,000 人くらいのクラスに
なると、劇場という扱いになって、
いわゆる映画館や能などを見るよ
うなホールと同じような扱いになる
のですが、やはりそうなると設備
のハードルが高くなるので、200 ～
300 ぐらいのところは飲食店で申請
していました。ただ、それが、ちょっ
とグレーだったのです。飲食店でい
いのではないかというような。

  　その 2016 年のちょっと前ですか、
2012 ～ 2013 年ぐらいに、ライブハ
ウスではないのですが、クラブ、い
わゆる深夜にオールナイトで音楽
を聴きながら踊ったり、酒を飲ん
だりするようなところが摘発される
ということが始まりました。ここも
ちょっと複雑なのですが、クラブは
深夜にかかるので、風営法、風俗営
業法を取らなければいけないという
ことになっていて、それを取ってい
なくて、深夜酒類販売、飲食店とし
て登録していたところが多くて、飲
食店で夜に音楽をかけて、人を踊ら
せているというのは、それは風俗営
業法ではないかということで摘発が
始まって、もめ出して、その後、裁
判などもありました。

  　では、そういうクラブやライブ
ハウスなど、飲食店だけれども、別
の楽しみ方をさせるついでに飲食を
させるようなお店、例えばスポーツ
バー、サッカーの試合を見ながらお
酒を飲んだり、あと、ダーツバーな
ど、そういう飲食以外を客引きに使
うという区分をつくろうということ
で、2016 年に新設されたのが、「特
定遊興施設」という区分でした。そ
れは 24 時以降、そうやって踊らせ
たり、サッカーの試合を見せたり、
ライブ演奏を見せたりするところは
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特定遊興施設を取ってください、24
時までの場合は飲食店でいいですよ
ということになって、これが明記さ
れたので、なので、ライブハウスは
2016 年から晴れて飲食店ということ
になりました。この業界に 20 年ぐ
らいいるのですが、僕らからすると、
つい最近ですね。だから、13年ぐら
いずっとグレーで、今やっと 7年ぐ
らいがはっきりしたという形です。　

山崎  　風俗営業法をクリアしなくてはい
けなくなると、いろいろなハードル
が高くなりますよね。建物が外から
中が見渡せない構造でなくてはいけ
なかったり、鵜飼正樹先生の授業で
聞いているかも分かりませんが、営
業するのに大変ハードルが上がって
しまうわけです。

  　だとすると、そんなに法律関係の
ことに時間を取られるのは大変だ
し、あと、制約が増えてしまうとい
うのはやはり困りますよね。

角田  　そうですね。だから、風俗営業を
結構取っていなかったところが多
かったです。なので、摘発が相次い
だという感じです。

山崎  　地下によくライブハウスってあり
ますけれども、そんな関係もあるの
でしょうか。

角田  　地下が多い理由は、単純に防音設
備。うちの GROWLY は 1 階にある
ので、横全部、四方は防音の壁を造っ
て、天井も造るのですが、地下にあ
る場合、土に埋まっているわけなの
で、横に建物など、人が住んでいな
いので、上だけ防音すればいいとい
う形になるので、お金がかからない
という理由で地下が多いですね。

山崎  　そうなのですね。失礼しました。
後で、地下の話をしたいと思うので、
ちょっと振ってみたのですが、あり
がとうございます。

  　ライブハウスに入るとすると、
大体何のコンテンツをやっている
のかなというところで人が来るの
で、2,000 円のチケットを買って入
るような感じなのですが、ここに
さらにドリンク代ということで、
好きなドリンクを買って入るとい
う、そういう感じになっています。 
　これは 11 周年の企画ですね。

角田  　もっといいフライヤーがあったら
よかったですね（笑）。手書きのや
つ・・・

山崎  　手書きがたまらなかったので、
持ってきてしまいました。

角田  　もっときちんとしたのもあります
ので。

山崎  　後でいっぱい見せますからね。そ
れで、GROWLY さんのお話に移り
ましょう。今年で 11 周年というこ
とで。

角田  　そうですね。4 月で丸 11 年、今
12 年目に突入したところですね。

山崎 　2011 年のスタートですね。
角田 　はい。2012 年ですね。
山崎  　失礼しました。
　　　 　いっぱいいっぱい入って 200 人と

いうことなので、恐らくこの教室の
この辺ぐらいまでだと思うのです
が、大体この教室ぐらいの建物だと
イメージしてもらったらいいのでは
ないかと思います。

角田 　いや、残念ながら。
山崎 　違います？
角田  　この広さの半分ぐらいしかないで

す。半分以下かもしれないです。
山崎 　客席ですか。
角田  　そうです。このキャパという概念

もちょっと難しくて、これも法律が
ちょっと関わってくるので、あまり
外に出せないのですが、本当に人が
すし詰め状態、いわゆる満員電車の
ような感じでいられるところがキャ
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パという扱いにしているライブハウ
スが多いです。

  　ただ、本当にそれも消防法として、
このスペースに200人入れるのはどう
なのかという議論があったりするの
で、もしかしたら、また風営法のよう
にもめたりすることもあるかもしれ
ないですが、全然、だから、これの半
分以下ぐらいかもしれないです。

山崎 　なるほど。
角田  　それはコロナ前なので、やはりコ

ロナになると、そういう密集が駄目
ということになったので、コロナ禍
以降は、今マックスで 150 までしか
入れていないです。ちょっと余裕を
持たせるようにしています。

山崎  　コロナの中で GROWLY さんがど
ういうふうに感染対策を進めてこら
れたのかというのは、後で写真でお
見せしますが、GROWLY、なぜ私
が学生たちに取材に行っておいでと
言って、夜の取材にも行かせたので
すが、なぜ行かせたのかというと、
まず駅に近いです。

角田  　はい。駅、JR と地下鉄と 2 つあ
ります。

山崎  　駅が 2 つあって、しかも、1 階な
のです。1 階にライブハウスがあ
るって、私はとても珍しいタイプだ
と思いますし、こういうところは初
心者でも割と行きやすいと思いまし
た。

  　今見ていただいている写真、これ
は私が撮った写真になるので大した
ことはないのですが、GROWLY の
建物です。これは駅から歩いたら、
ほとんど道に迷わずに来られるとこ
ろで、これが GROWLY のお店の設
計図といいますか。

角田 　見取り図ですかね。
山崎  　見取り図ですね。失礼しました。

今、黄色で囲ったところがドアで

す。ここにお店の方が立っていて、
チケットの確認や、あるいは検温な
どが、私が行った時はなされていま
したけれども、ここの道って、普通
におうちに帰る人たちが歩いていま
す。私が行った時は、保育所から帰
る道なりの子どもがここに入りたい
と言って、ぐずっていました。何て
いいところなのだろうと思った記憶
があります。

  　この黄色で囲ったところがド
アですが、これが見取り図でい
うと、ここですね。ここから廊
下があって、そして、バーカウ
ンターまで行って、1 杯ドリンク
を買って、中へ入っていって、ス
テージという感じになります。 
　こういうふうに 1 階から、道から
直接入って出てこられるというライ
ブハウスはとても少ないです。しか
も、廊下というのもそんなに長くな
い。初心者が行っても全く大丈夫だ
と思いました。

  　といいますのも、私はどちらかと
いえば、大阪の心斎橋、アメリカ村
のあたりのライブハウスは割とよく
足を運んでいたことがあって、そこ
で得たライブハウスのイメージはこ
うです。

  　まず、これは割と初心者でも行き
やすいライブハウスなのですが、南
堀江の knave というライブハウス
です。一応戸を開けてあるのですが、
地下に入らないといけません。ここ
はかなり明るい木目調で造られてい
ますが、多くの場合は、内装にそれ
ほどお金をかけて造られるところっ
て、あまり多くないのです。雑居ビ
ルの中という感じで造られていて、
所によっては非常階段を上がりなさ
いという指示が出るところもなきに
しもあらずです。
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  　なので、GROWLY さんは、とて
も初心者が行きやすいし、そして、
明るいイメージというのがあるなと
思って、そういう印象を持っていま
す。なぜこの建物を白になさったの
ですか。

角田  　これはそのまま何もしていないで
すね。当時、借りる時のままだった
といいますか。

山崎  　そうなのですね。もともとあった
建物をライブハウスの仕様にされた
ということですか。

角田  　そうです。ビルでやっているので、
持ち物だと思われがちなのですが、
賃貸で、これは一棟貸しで借りてい
て、もともとが酒屋の倉庫だったの
です。なので、1 階がとても天井が
高くて、この内装を入れる前は本当
にがらんどうで、何もない状況だっ
たのですが、天井が高いというのと、
駅近で、家賃も安かったので、ここ
を賃貸して、ライブハウスの内装だ
けで 2,000 万ぐらいですか、防音を
含めて。スタジオも上に 3 部屋ある
ので、1 部屋 500 万ぐらいで、1,500
万ぐらいで防音を入れたという感じ
です。

  　だから、それが地下に造ると、先
ほどちょっと言いましたが、防音工
事は非常に高いので、地下だと、多
分同じスペースだったら、それこそ
500 万ぐらいでできるのかもしれな
いかなという感じです。だから、そ
の質問の答えとしては、壁は、借り
た時とそのままです。

山崎  　でも、この壁に合わせて、多分デ
ザインされたと思うのですが、ロゴ
などもとても ･･･ ライブハウスっ
て、暗い、割と黒っぽいイメージが
あるのですが、とても明るい感じだ
なと思って。この日は曇っているの
で、あまりロゴが映えないですが、

晴れた日の写真は本当に美しいビル
だなという印象を持っています。

  　さて、それで、入りにくいかも
分かりませんが、GROWLY はかな
り別格ですよという話をしたとこ
ろで、では、ライブハウスでどのよ
うなイベントが行われているのか。
お客さんの立場からすると、何か
ミュージシャンがイベントをやって
いるぞという、そういう空間のよう
に思えるのですが、実はちょっと違
いますよね。

  　それで、角田さんのアドバイスな
ども踏まえて、私なりに整理したも
のがこのような感じです。

  　まず、ライブハウスが主催するも
のと、そうではないものというのが、
大きくあります。ライブハウスが主
催されるものと、そうでないもの。

  　そうでないものも、実は 3 種類
あって、イベンターが主催するもの。
先ほどの「京都大作戦」は、あれは
イベンターはどちらでしたか。

角田  　イベンターはサウンドクリエー
ターでした。

山崎  　ほかに大手はどのようなところが
ありますか。

角田  　あと、うちが使うのは、グリー
ンズですね。フェスでいったら、
OTODAMA など。大阪のイベン
ターですね。グリーンズ。その 2 つ
ぐらいがメインですかね。あとは
キョードー大阪さんなどもたまにあ
ります。

山崎  　イベンターって、ぴんと来ないか
も分かりませんけれども、そういう
イベントを仕掛ける専門の会社とい
うのがあって、それが行うもの、そ
れから、アーティストの側が、いろ
いろなお友達のバンドなどを誘っ
て、やろうぜというタイプのもの、
それから、学生の軽音部などがホー
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ルを貸してくださいというタイプの
ものもあるようです。

  　割合的には、（スクリーンに表示
されている）A と B1 から B3 まで、
どのあたりが一番、GROWLY の場
合は多いのでしょうか。

角田  　割合でいうというのは、コロナ禍
と関係なく、現状でということです
よね。

山崎 　はい。もちろん。
角田  　現状でいうと、一番上の A が 6

割ぐらいで、B が 4 割ぐらいです。
その中で、イベンター、先ほど言っ
たグリーンズさんやサウンドクリ
エーターさんがやるのは 2 カ月に 1
回ぐらいしかないので、かなり少な
くて、アーティスト主催が、本数で
いったら、月に 6 本ぐらいなので、
どうですかね、割合でいったら、ラ
イブハウス以外が主催するものの中
では一番多いかもしれないです。

  　学生のホールレンタルはやはり時
期によるので、2月、3月の卒業シー
ズン、春休みと、あと 8、9 月の夏
休みは結構、多い時は月 10 本ぐら
いホールレンタルになる月もあれ
ば、1 月や 7 月などはテスト期間に
なるので、その期間はほぼないです
という感じですかね。

山崎  　だから、学生もそうですが、結婚
式の 2 次会なども、写真で拝見しま
したけれども。

角田 　はい、あります。
山崎  　そういうこともあるようですね。

本当に披露宴の会場のような感じで
テーブルが並んでいるという、写真
で見た時には、ここがライブハウス
なのかという感じの写真でしたけれ
ども、そういうのもあるようですね。

  　では、実際にどのような感じで、
ライブハウスで演奏しているのかと
いうのを、ちょっとだけ動画を見て

いただこうと思います。
  　HITOKOTO と い う バ ン ド が、

去 年 の 11 月 に GROWLY さ ん で
やった、これはライブですかね。
YouTube に上がっていたのですが。

角田  　ちょっと見ないと分からないです。
山崎  　角田さんとのやりとりの中で、文

教に関わりのある方もメンバーにい
らっしゃるようなので、ちょっとだ
け流します。

角田 　今のはライブです。
山崎 　ライブですね。すみません。
角田  　ライブをワンカメで、カメラマン

が撮って、MV 風に編集していると
いう感じですね。HITOKOTO は多
分、全員、出身が文教だった気がし
ます。

山崎  　そうですか。でも、あおりで撮れ
るぐらいにステージが高いというこ
とが、ここから見て取れるかなと思
いました。

角田 　そうですね。
山崎  　本当に照明の美しいライブハウ

スなので、それがきれいに動画の
中にあるなと思いました。もし、
続きを聴きたいという人がいれ
ば、YouTube にアップされていま
すから、ぜひ続きを聴いてみてく
ださい。なかなかいいバンドです。 
 　それで、ここからちょっと本 
題に入っていこうと思いますが、コ
ロナに関してです。

  　コロナって、いろいろな私たちの
当たり前というのをことごとく覆し
ていった、そういう出来事だと私は
認識しています。もちろんそれはラ
イブハウスも同じことで、今見てい
ただいている（スライドの写真）の
は、このペケ印は何ですか。

角田  　これは本当にコロナ禍になった初
期に、いろいろなことが言われて。
コロナがはやり出した 2020 年 3月、
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4月ぐらいに大阪のライブハウスで。
山崎 　クラスターが。
角田  　クラスターが発生して、結構ライ

ブハウスというもの自体がとても叩
かれて、行ったこともない人も、あ
んなところに行くから駄目だと、ク
ラスターを起こしたのはライブハウ
スにも責任があるというような感じ
で結構叩かれたので、全国のライブ
ハウスで一時期、4 月、本当にあの
緊急事態宣言が出た時は 1 カ月丸々
休みましたが、それ以降、ずっと休
んでいられないということで、対策
をしながら営業をしていこうという
中の 1 つで、この写真にあるバツ印
というのは立ち位置です。

  　左右前後の人とこれだけ距離を、1
メーター距離を取ってくださいとい
うことで、1メーター間隔で足元の
立ち位置の印があります。あと、前
に見えるポール、あれは、ちょっと
分かりにくいのですが、緑のポール
が立っていると思うのですが、あそ
こに柵を付けて、そこが最前でした。

  　GROWLY はそこも特徴で、アー
ティストとかなり近い距離でライブ
が見られる、最前がとても近いとい
う状況だったのですが、演奏者から、
ボーカルの口から 2 メートル離して
くれということで、ステージから 1
メートルのところに、ここから前に
行かないでくださいというバリケー
ドを作って、対策をしていたという
感じです。

山崎  　この緑のポールというのはこれで
すよね。

角田  　それです。それに刺して、こうい
う手すりのようなのがあったのです
が、それを取って、それより前に柵
を作ったという感じですかね。

山崎  　だから、本当にこの当初の、私は
幾つかライブハウスをこの時期に

回っていますが、いろいろなところ
が本当に過剰なまでに、過剰という
と、言い過ぎかも分かりませんが、
とても繊細に対応しておられるな、
涙ぐましいなと記憶した印象があり
ます。

  　それで、ではお客さんたちは、そ
の当時、何を考えていたのかという
ことを、私が所属しています日本ポ
ピュラー音楽学会というところの緊
急調査班が、調査結果を出していま
す。前回の「メディア研究法」の授
業で計量調査の話をしたから、少し
話をしておきますね。

  　ライブハウスに行けなくなってし
まった今、調査しなければいけない
ということで、私の先輩に当たる、
南田さん、木島さん、永井さん、そ
して、後輩の平石君の 4 名が、ネッ
トの調査を使って、とりあえずどの
ような感じかというのをざっくり
調べてみようということをやりまし
た。　回答者は 469 名いますが、そ
の中で、音楽が趣味です、ライブに
行ったことがありますという人に絞
り込んだ調査結果です。

  　質問項目はたくさんあったのです
が、この中で私がびっくりしたのは、
コロナで社会が大変だと言っている
時に、ライブに行ったことがあると
いう人たちは、国や行政の支援が手
薄いということを感じていますと答
えていたのです。実際ほとんど、ラ
イブハウスに対する支援はないに等
しいですよね。

角田  　いや、当時はありました。本当の
緊急事態宣言やマンボウ。

山崎 　まん延防止等重点措置。
角田  　緊急事態宣言の時などは、やはり

先ほど言ったとおり、ライブハウ
スって飲食店なので、一般の飲食店
と同じように、酒を出してはいけな
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かったり、マンボウの時は、8 時ま
では酒 OK で、9 時に閉店しなさい
など、何かいろいろありました。そ
れに従えば、協力金を出しますとい
うことで、ライブハウスも飲食店
だったので、それに従って、申請し
て、もらっていました。

  　ただ、やはり一般の飲食店、あれ
もいろいろあって、数字が結構、一
律だったので、やはりライブハウ
スって、規模が大きくて、家賃も高
いので、それでいえば物足りないな
という部分もありました。

  　それ以外にも、配信事業をもっと
やりましょうというような、ライブ
配信、今もされていますけれども、
カメラやネットの設備を引くお金な
どを国が支援したり、GoTo（キャ
ンペーン）にちょっと近いような、
ちょっと落ち着いてきたころに大き
いイベントをする場合は、配信込み
でやるなら、半分補助金を出すなど、
いろいろな種類が結構ありました。

  　この 1 年ぐらいは全然なくなりま
した。ただ、大阪は独自に、先ほど
言ったように、大阪のライブハウス
が一番初めにクラスターを出してイ
メージが下がったというのもあった
ので、僕も最近知ったのですが、大
阪でイベントをやる場合は補助金を
出しますというのは大阪独自である
らしいですけれども、京都はないよ
うです。今はそういう行政の自治体
によって違うという感じです。これ
は（調査で）聞いたタイミングの時
は、もしかしたら、なかったかもし
れないですよね。

山崎  　これは 2020 年、だから、京橋の
ライブハウスでクラスターが発生し
た直後の調査なので、4 月ぐらいの
段階で。

角田  　では、その当時はなかったかもし

れないですね。
山崎  　あまり聞かないなというオーディ

エンスの実感だと思います。「ステ
イホーム」と出てきたあたりから、
どのような行動の変化がありました
かというのを尋ねたもので、一番多
かったのが、アーティストの情報発
信を何らかの形で受け取るというも
のが増えたよという――このオレン
ジは増えたということですけれども
――が一番多い。

  　私はこの調査票を作る時にちょっ
と関わっていたので、次に来るのっ
て、ファンの情報交換ではないかな
と思っていました。そうしたら、意
外や意外、こちらが多かったです。
ライブ施設の店長やスタッフさんと
連絡を取る。

  　これはどういうものかというと、
プライベートではなくて、例えば
Twitter などをフォローしたり、そ
ういうことだとは思います。

角田  　これはもしかしたら僕かもしれな
いです。当時、先ほど紹介していた
だいたように、YouTube の発信を、
もともと少しずつやっていましたが、
コロナ禍で暇というのもあったので、
ほかの全国のライブハウスの知り合
いと生配信で対談しながら、それを
配信したり、YouTube 発信を多く
やっていたので、それを見てくれて
いたのではないですか。本当に僕ぐ
らいしかやっていなかったです。

山崎 　そうですか。
角田  　ただ、やはりデリケートな部分も

多いので、よく炎上したり、叩かれ
たりしたので、最近はやっていない
ですけれども。

山崎  　でもここから、角田さんがやって
いたり、あるいは自分の知ってい
る人が出ていたり、知っている店
長さんが出ていたり、そういうこと
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もあっただろうし、あるいは、個人
的に発信されているものに、よりス
タッフの人たちが身近になってき
て、オーディエンスの側からすると、
そういう印象を持っていたのかもし
れないということがここから見えて
きます。

角田  　クラウドファンディングをやっ
たライブハウスさんも多かったで
す。うちはコロナではやっていませ
んが、結構、本当につぶれてしまう
ので、何百万を集めますというよう
なのをやったところも多いので、そ
ういう意味で、スタッフさんの顔を
知ったりというのもあったかもしれ
ないですね。

山崎  　そうですね。うちにも（クラウド
ファンディング系の）Ｔシャツがた
くさんあります。そのようなことで、
音楽の空間はどのように変わったの
かというのが、もし何かあれば、お
聞かせいただけますか。

  　配信ライブはほかもやっています
が、GROWLYさんにもありますし、
それから、ほかにどのような変化が
あったのだろうかということを教え
ていただけないでしょうか。

角田  　そうですね。配信がやはりまず 1
番に挙げられると思います。個人
的に、コロナが来る前、何年前か、
Ustream という、もう今はないの
ですが、要は配信サイト、今でい
う YouTube やツイキャスのような
Ustream というのがあったのです
が、それで結構、同時配信がちょっ
とだけ流行った時期があって、その
頃は僕は大変それのアンチでした。
やはりライブというものはライブハ
ウスに行って体感するもので、それ
を電波に乗せて、家で聴くなんて、
しかも、それをただで聴けるなんて
面白くないから、大変なアンチでし

た。コロナが始まってから、配信ラ
イブをしよう、それこそ支援金が出
ますという時も結構渋りましたが、
でも、もうやるしかないということ
で踏み切って、配信ライブが始まり
ました。

  　あとは、結構大きいところでいっ
たら、先ほどの立ち位置マークにも
つながるのですが、ライブやフェス
などに行ったことがある人がどれだ
けいるか分かりませんが、モッシュ、
ダイブという遊び方があって、いろ
いろな遊び方はあるのですが、人
と人が押しくらまんじゅうのよう
になって、体をぶつけたりするのが
モッシュで、ダイブというのは、密
集している人の上に人が乗って、ク
ラウド・サーフといわれるような感
じの、普通の人が見たら、頭がおか
しい遊び方があるのですが、もうそ
れが完全に封じられました。

  　そういうのは、もともと禁じられ
ている遊び方なのです。ライブハ
ウスでは、モッシュ、ダイブ等禁
止ですという中で、勝手にお客さん
がやっているという、これも難しい
ニュアンスで暗黙の了解のグレーな
部分だったのですが、それが完全に
いったん全てなくなって、ホワイト
になりました。

  　あとは声出しですね。コール・ア
ンド・レスポンスや「オイオイ」と
言うようなのも、飛沫対策というこ
とで禁止されました。

  　フェスなども、軒並み中止だった
のですが、復活していく中でも、モッ
シュ、ダイブは禁止、声出し禁止、
あとは立ち位置を守りましょうとい
うようなところで始まって、今、ま
たさらにその次で、それがコロナが
落ち着いてきたので、5 類になりま
したよね。
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山崎 　はい。5類に分類されました。
角田  　なので、マスクなども任意になっ

たので、結構ライブシーンもそれが
緩やかになってきたのです。立ち位
置などももう今はないし、声出しも
OK。マスクはイベントによっては、
してくださいというのがありますが。

  　そこで起きているのが、モッシュ、
ダイブが復活してきていて、この 3
年ぐらいで、ライブハウスやフェス
に行き出した人たちは、それを知り
ません。映像や YouTube などで見
たことはあるけれども、実際に目の
前で人が人の上に乗っている、自分
にも降りかかってくるというような
ことを初めて経験した人たちが、こ
のようなところだったら行きたくな
いというような。禁止ではないの
か、禁止と書いてあるではないか、
何でやっているの、というような。
暗黙の了解が変わってしまったこと
によって、ライブハウスの常識が変
わって、そういう遊び方にも影響が
出ていて、これは今後どうなってい
くのかなという。

  　「京都大作戦」なども、とてもダ
イブなどが多いフェスだったのです
が、ここ 3 年などはもうなくて、今
年どうなるのかなという。僕はやは
りイベントの制作のアーティスト・
ブッキングのほうなので、内部をま
だあまり把握していないので、どう
なるのかなと思っていますね。

山崎  　新しいライブハウスのマナーと
いったらいいのでしょうか、そうい
うものがもう今、作られつつあるの
かも分かりません。だけど、もとも
といた人たちからしたら、それはと
ても窮屈だと感じるという、そうい
うところもあるかもしれないですね。

  　特に、モッシュ、ダイブの話とい
うのは、10 回目ぐらいの授業で取

り上げようと思うのですが、巻き込
まれたくなくても巻き込まれる可能
性もあって、実はそれが、音楽のノ
リを生み出すところでもあったりす
ると保留付きで話をしておきます。
本当は駄目ですよ。だから、欠かせ
ないと思う人というのも結構な数で
いらっしゃるわけですが、それがど
ういうふうに整理されていくのか。
ひょっとすると、モッシュやダイブ
というのは、過去の遺物になる可能
性もゼロではないわけです。

角田  　もともとライブハウスというの
は、先ほども地下が多いということ
もありましたし、いわゆる言葉で
いうと、アンダーグラウンド、アン
グラなもの、サブカルチャー、メイ
ンカルチャーではなくて、サブのほ
うだったので、結構やはり、人の上
に乗ったり、普段できないようなこ
とができる、要は目に見えない空間
だったのですよね。

  　それが結構、やはり昨今そういう
マニアックな人たちだけで楽しんで
いても、お金が回らなかったり、もっ
とメジャーにしていこうということ
で、結構ロックバンドなどがテレビ
に出たり、フェスに出たりすること
によって、そういうアンダーだった
カルチャーがオーバーになってし
まったところにコロナが来たので、
そこで難しくなったのかなと。

  　なので、もしかしたら、またアン
ダーに戻って、もう本当に好きな人
たちだけがする、フェスなどではも
うしないというような変化が起きる
のかなと最近は思っています。

山崎  　棲み分けがうまくいくと、モッ
シュ、ダイブでがんがんやっていき
たいという人たちだけが集まるイベ
ントというようなものができてくる
可能性もゼロではない。
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角田  　そうですね。だから、その心構え
でしょうね。今日はそういう日だぞ
というのを認識して行くのか、知ら
ずに行って、それが起きるのかとい
うのと全然違うと思うので。

山崎  　あと、GROWLYで行われたイベン
トをサブスクで配信するサービスと
いうのも今やっておられるのですか。

角田  　そうですね。それはコロナ禍で始
めた試みなのですが、ライブ配信の
アーカイブがたまってきたので、そ
れをサブスク、月額でもらったら、
見放題で視聴できますというサービ
スは、コロナ禍でやったサービスな
のですが、僕はやはり、先ほど言っ
たように、現場主義なので、コロナ
禍だけのものかなと思います。今後
はやはりライブハウスに戻ってきて
ほしいなという思いがありますね。

山崎  　そうですね。私自身も、生音がや
はり一番自分の体に合います。ただ、
今、私はまだ 1 歳児を育てていて、
ライブに行くなんて、とてもじゃな
いけど無理で、どうしたものかなと
いう時に、時々配信ライブを買って
見ています。

  　配信ライブは何がいいかという
と、最後まで見られるのです。終電
を気にしなくていい。これはこれ
で、ひょっとしたら、アリなのかも
しれません。でも、やはり実際、箱
を運営しておられる方からすると、
やはり来てほしいというところも
あって、どうやって折り合いをつけ
ていくのかというのは、これから
オーディエンスにとっても大事な課
題、音楽文化を支えていくのはオー
ディエンスですから、オーディエン
スにとっても課題でもあるなと思い
ます。

  　ライブの、最後の最後になって、
ミュージシャンが泥酔し切って、も

うどうにもならないような状態とい
うのは、終電を気にしている時は観
られませんでした。だけど、どんど
んお金を払っていって、払われた分
だけ飲みますなどと言っている顛末
の最後を見届けることができた時の
あの感動は ･･･。

角田  　どんなライブを観てるんですか
（笑）。そんなのあんまりないですよ。

山崎  　（笑）そうですか。私が見ている
界隈がそういうものかもしれませ
ん。でも、最後まで見られたり、ア
フタートークの配信を見ながらでも
参加できるというのは、これはこれ
でひとつ嬉しいなと思ったことがあ
ります。

角田  　そうですね。やはりライブハウ
スを運営していて、コロナになっ
て、いろいろ考えるようにはなり
ました。ライブハウスってどういう
場所なのかって、一番最初にあっ
たと思いますが、僕は、一般的に
はライブ、バンドを観たり、お酒
を飲むというところが表面にあり
ますけれども、根本は空間と時間
を共有する場所だと思っています。 
　あるアーティストを好きな人たち
が集って、そこにいるから、同じ空
間にいるから、それこそモッシュ、
ダイブもできるし、別にモッシュ、
ダイブが全てではないですし、一緒
に観るというところも含めて、思い
出になりますし。

  　その空間を共有できないのが配信
ライブだと思っていて、配信ライブ
は、唯一時間は共有できますよね。
ちょっとしたタイムラグはあるかも
しれませんが、今新曲をやっている
のを家で観られる。僕が好きだった
あの曲を、会場でもみんな一緒に
やっているけれども、家でも同時に
観られるという、時間の共有ができ
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るという部分でいえば、配信ライブ
もありはありかなとは思いますけれ
ども、空間はどうしても共有できな
いので、やはりライブハウスに来て
ほしいなというのはありますね。

山崎  　うまい具合にまとめていただいて
いますが、空間というキーワードが
出てきたので、これから、ライブハ
ウス、いわゆる音楽を中心として飲
める空間はどういうふうになってい
くのだろうかということについて考
えていきたいと思います。

  　私は当初、「ライブハウスと物語」
と考えた時に、バンドがどんどん成
長していく、あるいはバンドが力を
付けていく中で、ある日突然解散し
てしまったり、活動を休止してしま
うということもありますよね。だか
ら、一瞬、一回一回のライブが本当
にドラマで、彼らの紡ぎ出すドラマ
だと思っていましたが、角田さんと
お話をしていく中で、ちょっとこれ
は変えたほうがいいなと思ったとこ
ろがあります。

  　それが、1 つはライブハウスとい
う空間というのがキーワードになり
ます。

  　先日あった、これは GROWLY さ
んのイベントですが、「ワルプルギ
スのマジックパーティー」というイ
ベントです。ライブハウスって、音
楽を聴きに行く空間だと思っている
と、意外とそうではないよという、
その 1つとして、今日は（フライヤー
を）持ってきたのですが、ちょっと
見にくいので、ここを拡大します。

  　ライブペイントというのがありま
す。もう一つ、出店というのがあり
ますね。つまりここに3つ、アーティ
スト、音楽をやりますという人たち
が出ていますが、それ以外に、音楽
以外に何かしらの出来事があるわけ

です。
  　どのような感じなのかというと、

ライブペイントというのは、まさに
ライブでペイントします。その場で
何もないキャンパスに絵を描いてい
くというもので、ここでは完成した
絵はこういう絵らしいのですが、こ
のミュージシャンたちの雰囲気と似
たようなテイストの方がいらして、
絵を描いているというものです。

  　いかにもという感じですね。これ
は、はるやみさんという方なのです
が、はるやみさんとニンゲン界の姿
さんとほか 2 人ということで、この
フライヤーの世界観に沿った方たち
が同じような趣旨で集まって、ペイ
ンティングしているわけです。

  　もっというと、「出店って何？」
という話ですよね。これは調べてみ
ると、雑貨屋さんです。雑貨屋さ
んのサイトから（写真を）お借りし
てきたのですが、歯です。歯形を指
輪にしたり、ピアスにしたり、アク
セサリーにしたり、あるいは注射器
など、結構中二病の空気むんむんの
ような感じのコンセプチュアルなア
クセサリーや雑貨を作っている人が
やってきていると。

  　これに加えて、たしかバーでは、
このイベントの世界観に沿ったドリ
ンクをお出ししますという、そうい
う感じのイベントでした。

  　つまり何か 1 つのコンセプトに基
づいて、そこに同じような人たちが
集まってくるという、そういう場、
空間として成り立っているという、
そのようなイベントでした。これは
かなり異色なタイプですよね。

角田  　これはだいぶディープですね。
先ほど言ったように、一番上に

「MonsterMusicaPresents」と買い
てあるように、うちの主催ではなく
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て、持ち込みイベント、主催者が組
んだイベントで、かなりディープな
感じですね。

  　それこそライブペイントに付け加
えると、すみません、僕はこの日
ちょっといなかったのですが、ライ
ブペイントというのは、演奏中に同
時にやります。ライブをしている横
で、絵を描く人が一緒に、音楽やバ
ンドにインスピレーションを受けな
がら描くという感じなので、それこ
そ本当にその空気感というのは、そ
の場にいないと感じられないかなと
いうものですね。配信でそのライブ
の映像だけ、音だけを届けても、そ
の空気感は伝わらないかなと。だか
ら、とてもディープですね。これが、
ザ・サブカルチャーだと思います。

山崎  　たぶんお客さんもこういうコンセ
プトに共感して、似たような、こう
いう感じのテイストの服装をされて
いたのではないかと予測するのです
が、あるいは、この手のテイストが
好きな人たちが集まっているから、
ウェブで同好の士を集めるって、結
構Twitter やインスタで探すことは
簡単ですけれども、こういうところ
に来ると、実際にいるので、仲間が
いるというような、そんな気分になっ
ていたのではないかと思われます。

角田  　そうですね。もう一種のコミュニ
ティですよね。全員が全員、仲がい
いわけではないと思いますが、それ
を機会に友達になったり、カップル
ができたりということもあると思う
ので、そういうことこそオンライン
では起きづらいかなと思います。

山崎  　ですよね。だから、カップルがで
きるほどディープな関係が結ばれる
ことというのもそれほど多くはない
と思いますが、でも、「独りじゃない
ぞ」という感じや、あるいは実際に

オフラインで出会って、それがオン
ラインで交友関係が継続するという。
そういう今、私たちはどちらかとい
うと、オンラインでお友達になって、
オフラインで会うという、そういう
２段の流れを取ることがわりと多い
かと思いますが、この逆というのも
またあるのかなと思われます。

角田  　その「独りじゃないぞ」というの
は、とても重要なことだと思います
よね。これは心理学のような話に
なってくると思いますが、それこそ
今マスクを外して OK なのに、みん
なはしている。僕もしているほうで
すが、やはり周りの目って気になる
わけですよ。自分がこのアーティス
トがとても好きだ、音楽が好きだ、
見た目が好きだと思っても、それが
自分だけとなると、ちょっと不安に
なりますよね。

  　でも、言うように、これほど好き
な人がいるのだ、自分が推している
のは間違いではないのだというとこ
ろにもつながっていくので、やはり
その「独りじゃない」というキーワー
ドは大事かなと思います。

山崎  　そうですね。音楽の調査をする
と、好きなアーティストを答えてく
ださいというと、対面で聞くと、大
体ヒットチャートの 10 位ぐらいに
上がってくる人たちの名前を言いま
す。仲良くなってきて、個人的にイ
ンタビューを１時間ぐらいしていく
と、とてもディープなものがポロポ
ロ出てくるのですね。

  　研究者たちは、音楽の好みって、
実は公言していい趣味と公言しては
いけない趣味と３種類ぐらいあるの
ではないかということを言ったりも
していて、なかなか表で言えないこ
とというのは、その場に行くと、「独
りじゃない」ということを実感でき
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るという、そういう場として、ライ
ブハウスのイベントというのがある
のではないかとも思います。

  　これはかなりディープなタイプだ
と角田さんはおっしゃっているの
で、では、どのようなものがあるの
かということを出していこうと思い
ます。

  　そもそもライブハウスというのが
出来事をプロデュースする場、出来
事がある場所といわれているわけで
す。近年の GROWLY さんのすてき
なフライヤーを見てみましょう。

  　その中には例えば、GROWLY の
11 周年記念で、5 月 6 日の土曜日に
あったイベントや、それから、降之
鳥って、これは 6 月にあるイベント
かな、そのようなものを見ていると、
ＤＪがクレジットされていたり、そ
れからフードの出店というのが、出
演者と同じようにクレジットされて
いますよね。フードの出店とはどう
いうことなのか、少しお話しいただ
けませんか。

角田  　先ほどからずっと飲食店と言って
いますが、フードを常に用意してい
るライブハウスも中にはあります
が、うちは用意していなくて、本当
の軽食、スナック菓子と、あとはポッ
プコーンなどがあるのですが、四角
いライブハウスのところは、そうい
うフードを用意していないライブハ
ウスがとても多いです。なので、外
部から来てもらって、フード出店
をしてもらう、その日限りのものを
作ってもらったりして。だから、ク
レジットされているということは、
それがあるから、お腹を空かせてき
てくださいという事前の告知になる
という形です。

山崎  　このフードの出店というのは、どの
ように人を呼んでこられるのですか。

角田  　それも、主催者だったり、ライブ
ハウス主催だったら、ライブハウス
からのつながりだったり、本当に人
のつながりで呼んできています。

山崎  　なるほど。だから、例えば今日は
こういうバンドが集まるから、では、
例えば GROWLY さんが主催の場合
だったら、今日はこのようなバンド
が集まるから、この人に来てもらお
うかなと、そういう形で声をかけら
れると。

角田  　そうです。やはり先ほど言ったＤ
Ｊなども含めて、出演者に親和性が
ある人を呼んだほうが、売れ行きや
盛り上がりも変わってくるので、こ
の出演者にフードを呼ぶなら、この
人というような、それもアーティス
トを呼ぶのと同じようなブッキング
をします。

山崎  　ありがとうございます。ＤＪを呼
ばれる場合、ＤＪブースはどこにあ
るのですか。

角田  　ＤＪブースは作ります。フロアの
奥側にＤＪブースをセットして、や
はりお客さんがライブへ行った時
に、複数バンドが出る時に、間って
暇ですよね。結構ＤＪがいない時と
いうのは、ＰＡという音響のスタッ
フが、わりと適当にＣＤを再生して
いたりするのですが、それをＤＪが、
このバンドとこのバンドの間だっ
たら、こういうバンドなども聴いて
みたら盛り上がるのではないかとい
う、それこそ空間を演出してくれて、
お酒を飲んで楽しくなりやすくなる
し、次のバンドも楽しみが増えると
いう感じで、ＢＧＭを選んでくれる
という感じですかね。

山崎  　その場の、もちろんその日集まっ
ているアーティストがどういう人た
ちなのかということに加えて、お客
さんの雰囲気などに都度つど合わせ
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て流してくれる、そういうＤＪさん。
角田  　そうですね。こういうロックＤＪ

はやはり空気を読む仕事だと思いま
すので。いわゆるクラブでやってい
るＤＪとはまたちょっと違うとは思
いますが。そうですね。本当に空気
を読む仕事という感じですかね。

山崎  　ありがとうございます。その場に
行けば、それが面白いなと思います
よね。ただ、私たちは、ライブハウ
スに行くという時、何かイベントが
あって、自分の好きなアーティスト
が出るから行くという、何か用事を
済ませに行くような、そのように思
いがちなのですが、よくよく見てい
くと、いろいろなところにライブハ
ウスの仕掛けというのがあって、実
は私が気付いていなかっただけなの
ではないのかなとも思うのですが、
フード出店をクレジットされるよう
になったのはいつごろからですか。
始まった当初からですか。

角田  　最近は僕も意識的にフードを入れ
ていきたいというのがあるので、増
えたとは思いますが、フード自体は
全然前から文化としてはあったと思
います。クラブでもありますし。

山崎  　何かお店が出しておられるという。
角田 　･･･ の、パターンもありますね。
山崎  　そういうところが多いような気が

します。
角田  　だったり、個人的に料理がうまい

から、やっている人などもいますし。
山崎  　なるほど。最初に、劇場やホール

と違いますというお話を角田さん
がしてくださっていいました。あ
えて劇場やホールと違うというとこ
ろで、なぜその差異化を図っていき
たいのかということについて、最後
話をしていこうと思うのですが、私
も実は、劇場とホール、そして、ラ
イブハウスやクラブというものの違

いって何なのかというのは、長年も
やもや抱えてきたものなのです。

  　というのも、私は劇団にいたこと
があって、その劇団は野外演劇を
やっている劇団でした。実際に更地
のところに柱を立てるところからス
タートして、劇場を造って、ちょっ
とした町のように造って、観客席を
造り、ステージを造り、そして、お
客さんたちが、芝居が終わった後に
話せるような空間まで造るというこ
とをやっていた、そういうところな
のですね。

  　なぜわざわざ劇場を造るのかとい
うと、それは自分たちなりの世界観
を構築したかったからと言うことが
できるのですが、それだけではない
ですよね。

  　代表の人に率直に聞いたことがあ
るのです。飲食の場を提供するって、
もうとても大変なのですね。水道を
たくさん引かなければならないし、
それから、火回りのプロパンガスが
いっぱい入りますので、とても危な
いから、その辺の安全管理などもリ
スクが大きいし、それから、飲食の
人たちって、どうしても油物の処理
や、スパイスや、そういったものの
処理が大変で、このようなことをな
ぜ毎回、毎年やっているのだろうか
と思って、なぜあえて野外でやって、
屋台村を建てるのですかと聞いたこ
とがあったのです。そうしたら、「い
や、でもさ、芝居を観ながら酒が飲
めたら、こんなにおもろいことない
やん」と言うわけです。その芝居の
世界観に合った飲食物が出て、それ
を食べながら、芝居を観る。それも
90 分間ぐらい見るわけですね。「そ
れって、やっぱりぜいたく、ええ体
験やと思わへんか」と言われて、確
かにそうだなと思った経験がありま
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す。
  　なぜならば、劇場やホールって、

飲食禁止なのです。映画館は若干
ハードルが低くなりますけれども、
それでも、食べられるものって、ポッ
プコーンなど、こぼしても大丈夫な
ものに限られてきますから、なかな
か、いわゆる食事ということは難し
い。だけれども、自分たちで劇場を
建ててしまって、その芝居がはねた
後に食べてねという感じでやると、
そこが一直線でつながるし、何なら
物によっては、持って入っていいよ
と言うと、もっとお客さんがリラッ
クスできるということで、そういう
ことをやっていた劇団があります。
今はどうかちょっと分からないです
けれども。

  　ライブハウス、音楽を楽しむ空間
として、もともとはスタートしてい
るところがあると思いますが、では、
これからどうなるのかというと、角
田さんのお話を聞いていると、生演
奏が核にあって、そこで食事であっ
たり、あるいは飲みであったりとい
う飲食に加えて、ＶＪが入れば、映
像というのもあるだろうし、ある
いは先ほどお見せしたライブペイン
ティングというのもひとつの在り方
ですし、それから、バンドのグッズ
の販売のようなものもありますけれ
ども、そうではない販売というもの
にも開かれていくのではなかろうか
と思います。

  　ということは、音楽を中心とした
複合的なエンターテインメントの空
間というと難しいかも分かりません
けれども、そこに行ったら、何かが
あるという、そういう場所へと、そ
ういう色を強くしていくのではない
かなと思われます。

  　今後、例えば、このようなことを

やってみたいなど、そのようなこと
がもしあれば。

角田  　それはライブハウスでということ
ですか。

山崎 　そうですね。ライブハウスで。
角田  　ライブハウスで ･･･ やはりコロナ

禍でかなりいろいろなものが厳しく
なっていて、正直、僕は 100％戻ら
ないと思っているので、いろいろな
ことをやっていかなければいけない
と思っています。

  　対策としては、フードやＤＪを入
れるということで、ディープなもの
をよりディープにして、本当に演奏
を聴きに行くだけだったのが、ご飯
も食べて、お酒も飲んで、音楽を聴
きながら、もう一杯飲みたくなった
というような、数字の話でいうと、
客単価を上げるようなことを考えて
いかなければいけないなという時代
になってきているかなと思います。

  　やはりオーディエンスも、あとバ
ンドもとても減りましたし、正直
この３年間で初めてライブハウス
に行ったオーディエンス、あと、ラ
イブを始めたアーティストは、コロ
ナ前の常識とだいぶ変わってきてし
まっていて、コロナ前はこうだった
というのが、本当に昔話のように
なってしまう、老害のようになって
しまうので、かなり常識が変わった
という認識をしていかなければいけ
ないなと、こちら側は思っています。

山崎  　なるほど。もともとライブを楽し
むということ自体が大人の文化にな
りつつあるのかなというのは、コロ
ナの前ぐらいから、例えばフェスに
行くと、大学生に出会うフェスと、
全然出会わないフェスというのが
はっきりしているなというような印
象を持ったあたりから、少しずつあっ
たのですが、このコロナで決定的に
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なったなという感じがあります。
  　あとは、どうでしょう。角田さん

が今いろいろ手がけておられる音楽
を中心とした、いろいろなお仕事の
中でこのようなことをやってみたい
など、そのようなことはありますか。

角田  　YouTube、それこそ休んでいまし
たが、YouTubeでやりたかったこと
がずっとあって、それが海外のライ
ブハウスの裏側を僕も見てみたいで
すし、日本に伝えたいなというのが
あって。よく聞きますよね。例えば、
外国の方はとてもお酒を飲むので、
チケット代はなしでも、とても売り
上げが上がって、ノルマのようなも
のもなくて、アーティストに、今日
出てくれたから、これだけお酒が売
れたから、ギャラを払うよというよ
うな世界があったり、それこそドラ
ムセットなどが置いてあるのは、日
本のライブハウスの文化であって、
海外ではドラムセットや何なら音響
なども全て持ち込みでやらなければ
いけないという話も聞くので、それ
は本当なのかということなどを、実
際、今はもう海外に行きやすくなっ
てきたので、行って、取材して伝え
たいというのは思っています。

山崎  　それは面白い。本当にお酒と音楽
が一心同体のような感じで、私も海
外の音楽文化って、それほど数は知
りませんけれども、感じていて、日
本は割とみんな集中して音楽を聴い
ていますよね。

角田  　そうですね。あと、日本人がやは
りお酒をあまり飲まないといわれま
すしね。それこそ最近の若い子はお
酒を飲まない人も多くなってきてい
るので、結構ライブハウスの収入の
核となるのは、チケット代もそうで
したけれども、お酒も多かったので、
そこが世代的に若いところだと売り

上げが上がりにくいから、自然とお
酒をいっぱい飲む人たちを呼ぶとい
うようなことになってくるかなとい
う感じはあります。

山崎  　お酒ではないところで収入を得よ
うというのはちょっと難しいのです
かね。

角田 　難しいのではないですかね。
山崎  　すみません。全然知らないままに

お酒が駄目なら、何かほかのものっ
て、素人的に発想したのですが。

角田  　それのひとつがフードだと思いま
す。やはりお腹はみんな減るので。
外部から呼ぶ場合は多分その外部の
人がお金に関係していると思います
が、ライブハウスでもフードを常設
したほうがいいのではないかなと思
います。

山崎  　「ここに行ったら、こういうのが
ある」というような、そういうキャ
ラ付けのようなものがあると、それ
はそれでまた楽しいかもしれないで
すね。

角田 　そうですね。
山崎  　なるほど。ありがとうございま

す。GROWLY さんのフライヤーは
本当にきれいで、サイトにぜひ皆
さん行ってほしいと思います。京都
GROWLY という言葉で、片仮名で
大丈夫です。探すと、GROWLY さ
んのサイトに飛んでいけますので、
それで見てもらっても、本当に美し
いフライヤーが見られます。

  　（スクリーンに）2 枚フライヤー
を出していますが、左側が、今度６
月にあるイベントです。右側は、も
う終わってしまったものなのです
が、GROWLY は今年で 11 周年な
ので、たくさんスペシャルなイベン
トがあったのですよね。それの中の
１つです。京都のバンドがたくさん
出ていますよね。
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角田  　九州のバンドも。上2つは九州です。
山崎  　そうなのですか。この 2つ。ここ

にフードということで出ています。
こちらもフードが大きな文字でクレ
ジットされていて、フードもアーティ
ストの 1つですよというメッセージ
として読み取ることも可能です。

  　それでは、ちょっと時間が押して
しまいましたが、何か角田さんに聞
いてみたいということがあれば、皆
さんお送りください。

  　今、口頭で聞いてみたいという人
がいれば、挙手していただけたら、
マイクを持ったスタッフが走ってま
いります。何かないですか。

  　角田さん、いろいろネタがあり過
ぎて、今回本当にその一部しか皆さ
んにお伝えできないのですが、なぜ
このようにたくさんの事業ができる
のですか、どうやって起業されたの
ですかなど、そういうことでも気軽
に答えてくださるのではないかと思
います。どうでしょう。

平尾和之（臨床物語学研究センター長） 
　　　 　すみません、学生ではなくて、教

員ですが、平尾です。
角田 　ありがとうございます。
平尾 　今日はありがとうございました。
角田 　ありがとうございました。
平尾  　本当にエネルギッシュで、ちょっ

と尖った感じの話で、とても刺激に
なりました。聞いていて、こちらが
どきどきしてくる、まさにライブな
感じでしたし、それから、山崎先生
ととてもテンポのいい掛け合いもま
さにトークセッションという感じで、
舞台上でライブをしているようで、
こちらも巻き込まれて、ダイブされ
たらどうしようという感じでした。

  　僕は今、名前だけ軽音顧問なので
すが、軽音の学生たちもきっといつ
もお世話になっていると思います

し、それから、HITOKOTO って、
実は僕のゼミ生が 3 人いるというの
で、とても今日取り上げてもらって、
うれしかったです。

  　ちょっと時間があまりないので、
聞きたいことを聞くのですが、やは
りその空間と時間を共有して、その
場に行って、いろいろな人がそこへ
集まって、今日は「物語が生まれる
場としての」とあるのですが、やは
りそこでいろいろな刺激を受け合っ
たり、インタラクションが起きて、
何か新しいものが生まれる。

  　特に大きな箱ではなくて、顔が見
える場で、アンダーグラウンドで、
そういうところでこそ、新しい文化
や新しいものが生まれるという予感
がこちらもあったりするのですが、
角田さんが今までされていて、これ
は GROWLY で生まれた新しいも
のだというような、何かそういうも
のがあれば、ちょっと聞きたいなと
思ったのですが。

角田  　とても期待外れな答えですが、あ
まり生まれないですね。出会いは生
まれると思います。例えば仲良かっ
たバンドが解散して、2 つ解散した
から、こことここでもう一回やろう
だったり、GROWLY で出会ったか
ら、ツーマンツアーを全国で一緒に
やろうだったり、そういう出会いは
あると思いますが、結構ライブハウ
ス、僕が知っているライブハウスで
すよ。やはりライブハウスと一言で
いっても、例えばジャズセッション
が行われているようなところなど、
いろいろありますし。

  　僕が思うライブハウスでは、結構
できものを演奏するものですし、先
ほどのライブペイントの方たちも、
生演奏に合わせて絵は描きますけれ
ども、多分ある程度のものは頭の
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中で考えてやってきていると思うの
で、なかなかそこで新しいものが生
まれるというのはないかなと思いま
す。少ないかなと。

  　出会いのタイミングは何回も見て
きました。有名なアーティストが、
全然お客さんがいない時から来てい
て、気付いたらテレビに出ていると
いうようなこともありますし、そこ
で、レーベルの人と出会ったという
のもありますし、出会いはあると思
いますが、なかなか、その場で何か
が生まれるというのは、セッション
バーなどのほうが多いかもしれない
ですね。

平尾  　でも、そこから芽生えて、いろい
ろと新しいものが多分、その後出来
上がっていったりすることはあるの
でしょうかね。角田さんって、最初
ちょっとだけ写真が写っていました
けれども、自分でもドラムをされる
のですか。

角田  　そうですね。もともと、十何年は
言い過ぎかな。もともとはバンドマ
ンとして、この業界に入ってという
感じですね。

平尾  　なるほど。プレーヤーからこうい
ういろいろなものを仕掛けて、いろ
いろなそういうステージというか、
場をつくるという、そこの喜びっ
て、最後に一言聞きたい感じなので
すが。

角田  　僕は、プレーヤーとして始めたの
ですが、プレーするよりは、マネジ
メントのほうが得意だったので、結
構最近までやってはいましたが、ど
ちらかというと、裏方のほうが合う
なと思って、やってきました。

平尾  　分かりました。ありがとうござい
ます。

角田 　ありがとうございます。
山崎  　ほかはいかがでしょうか。新しい

流れというのをとても角田さん自身
が意識しておられて、そういう点で
見ると、自分のやってきたことの中
ではそういうのはないって、とても
厳しい評価だなと感じました。感想
です。

角田  　そのニュアンスがちょっと難しい
ですけれども。僕自身は、やはり誰
もやっていないことをやりたいとい
うのが常にあったので、YouTube
なども、コロナ前からやっていまし
たし、先ほど言った海外のことを伝
えたいというのも、誰もやっていな
いので、やりたいのですが、ライブ
ハウスはやはりそのアーティストを
見に来るし、「今日誰がやってんの
やろ」といって来る人というのは少
ないので、やはりホームページを見
てくる人が多いので、なかなか偶然
の産物が生まれるということは少な
いですね。

山崎  　なるほど。情報の取り方自体が、
自分の興味のあるものを引っ張って
くる時代になってきていて、たまた
まあるものをそのまま受け止めると
いうことを、生理的に受け付けなく
なっている、そのような時代でもあ
るので、偶然の出会いというのがあ
るといいなと祈るけれども、でも、
かなり実現が難しいものかもしれま
せんね。

  　時間がもうかなりいいところま
で来てしまいましたので、京都
GROWLY、もう一回宣伝しておき
ますと、「京都 GROWLY」で探し
ていただきますと、すぐに Google
のトップで上がってきます。

  　常に 1 週間に何回かはライブがか
かっていますので、もし興味のある
方はこちらに行ってみてください。
大体、相当大きいイベントでない限
りは、2,000 円、3,000 円ぐらいで一
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晩楽しめるかなという感じです。
  　あと、音楽イベントや音楽業界、

あるいはエンターテインメント業界
に興味があるという方であれば、「ラ
イブハウスの裏側チャンネル」、角
田さんのチャンネルですけれども、
YouTube にあります。そこにいろ
いろと運営されている側の話という
のがたくさん上がっていますから、
そちらを見てみるというのも、とて
も勉強になるのではないかなと思い
ます。

  　それでは、もうぎりぎりになって
しまいましたけれども、角田さん、
今日はお忙しいところ、ありがとう
ございました。

角田  　こちらこそありがとうございました。
山崎  　皆さん、お礼、大きく声は出せま

せんから、拍手でお願いします。（拍手）
角田 ありがとうございました。
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